別記様式第３号（規格Ａ４）（第９条関係）

                          特定生活関連施設新築等届出書

                                                               年　　月　　日

  群馬県知事　あて

                                       届出者 （                              ）

  人にやさしい福祉のまちづくり条例第２５条第１項の規定により、次のとおり届出します。


１ 届出者住所        （                                                       ）

────────────────────────────────────────

２ 施設の名称        （                                                       ）

────────────────────────────────────────

３ 施設の所在地      （                                                       ）

────────────────────────────────────────

４ 施設の概要（該当する□にチェックを入れてください。）

   □建築物・□公共交通機関の施設

      ａ 用途        （                 ）（        ）（         ）（         ）

      ｂ 建築面積    （                 ）平方メートル 

      ｃ 延べ面積    （                 ）平方メートル 

      ｄ 構造        （ Ｓ造・ＲＣ造・ＳＲＣ造・木造 ）

      ｅ 規模        （ 地上      階 ・ 地下      階 ）

   □道路           延長        （                 ）メートル

   □公園           敷地面積    （                 ）平方メートル

   □路外駐車場     駐車の用に供する面積（                 ）平方メートル

────────────────────────────────────────

５ 工事に係る部分の概要（該当する□にチェックを入れてください。）  

      ａ 用途        （                 ）（         ）（          ）（          ）

      ｂ 工事種別    （  □新築又は新設  □増改築・改修等(注 1)  □用途の変更 ）

      ｃ 面積又は延長（注 2) （                 ）平方メートル又はメートル 

      ｄ 着工及び完成予定日（着工    年    月    日  /  完成    年    月    日）   

────────────────────────────────────────

６ 連絡先  名称      （                                                       ）

           所在地    （                                                       ）

           電話番号  （                                                       ）

────────────────────────────────────────

※ 経由欄

   日付         年  月  日

   番号   第            号

────────────────────────────────────────

※ 受付欄

   日付         年  月  日

   番号   第            号

備考

１ (注1)については、建築物の場合は増築・改築・移転・大規模な修繕又は模様替え、建築物以外については改修等の場合にチェックしてください。

２ (注2)については、道路の場合は延長を、それ以外は延べ面積を記入してください。

３ ※印欄には、記入しないでください。

別記様式第２号（第８条、第９条、第１３条関係）
（建築物）

整備項目表

          施設名称
	   施設所在地

	      

	１  重点項目

	整備項目
	整備基準
	適否

	４
	便所
	※次に掲げる施設以外の施設
１学校、２興行施設、３官公庁施設以外の事務所、４共同住宅等、５遊技場、

６工場、７自動車車庫
	

	
	
	(1)  ２，０００㎡以上の施設に多目的便所を設けているか（１以上）
	

	
	
	(a)  乳幼児椅子等を設けた便房を設けているか（１以上）
	

	
	
	(b)  おむつ替えができる設備を設けているか（１以上）
	

	
	
	(c)  (a)(b)の設備を設けた場合はその旨の表示をしているか
	

	
	
	(d)  視覚障害者用表示と視覚障害者が介助者と利用できるスペースがあるか
	

	
	
	(e)  オストメイトの利用に配慮した設備を設けているか
	

	７
	移動等円滑化経路
	(1)  利用居室から道等までの経路は移動等円滑化経路になっているか
	

	
	
	(2)  ２，０００㎡未満の昇降機のない２層の建物で上下階をつなぐ階段を移動等円滑化経路とみなす場合、人的補助等の手段が講じられているか
	

	
	
	(3)  車いす用非常口から利用居室及び道等に至る経路は、移動等円滑化経路となっているか
	

	
	
	(4)   (3)の経路上の防火戸等は出入口の基準を満足しているか
	

	１６
	客室
	(1)  車いすが円滑に利用できる客室を確保しているか（1以上）
	

	１７
	浴室等
	(1)  表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	
	(2)  出入口から浴槽等に至るまで段差がないか
	

	
	
	(3)  障害者等が円滑に操作できる水洗器具及び通報装置があるか
	

	１８
	客席等
	※固定式の客席等を有する施設（興行、集会、運動、文化）
	

	
	
	(1)  車いす使用者のための客席等を設けているか（1以上）
	

	
	
	(2)  可動式の客席を設けているか
	

	
	
	(3)  集団補聴設備その他の障害者等に配慮した設備を設けているか
	

	１９ 
	車いす使用者用
非常口
	(1)  幅８０ｃｍ以上（２，０００㎡以上は９０ｃｍ以上）か
	

	
	
	(2)  車いす使用者が容易に開けられ、前後に段差がないか
	

	２０
	避難誘導設備
	(1)  非常口、廊下、階段等に非常時点滅灯又は非常時電光表示板及び音声誘導装置を設けているか
	

	
	
	(2)  一斉放送設備を設けているか
	

	
	
	(3)  車いす使用者用非常口の表示を設けているか
	

	
	
	(4)  車いす使用者用非常口に至る車いす使用者の通過に支障のない通路の表示を設けているか
	

	２１
	案内板
	(1)  大きく分かりやすい表示になっているか
	

	
	
	(2)  外国語、点字などを併記しているか
	

	
	
	(3)  高さや照明に配慮しているか
	

	２２
	乳幼児用設備
	※２，０００㎡以上の医療、集会、展示、物品販売、文化、官公庁施設
	

	
	
	(1)  円滑に授乳及びおむつ替えができる設備があるか（１以上）　
	

	
	
	(2)  受付等の近傍に乳幼児椅子および乳幼児ベッドを設けているか
	


	２  一般項目（バリアフリー法建築物移動等円滑化基準準用項目）

	○一般基準

	整備項目
	整備基準
	適否

	１
	廊下等
	(1)  表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	
	(2)  点状ブロック等の敷設（階段又は傾斜路の上端に近接する部分）※１
	

	２
	階段
	(1)  手すりを設けているか（踊場を除く）
	

	
	
	(2)  表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	
	(3)  段は識別しやすいものか
	

	
	
	(4)  段はつまずきにくいものか
	

	
	
	(5)  点状ブロック等の敷設（段部分の上端に近接する踊場の部分）　※２
	

	
	
	(6)  原則として主な階段を回り階段としていないか
	

	３
	傾斜路
	(1)  手すりを設けているか（勾配１／１２以下で高さ１６ｃｍ以下の傾斜部分は免除）
	

	
	
	(2)  表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	
	(3)  前後の廊下等と識別しやすいものか
	

	
	
	(4)  点状ブロック等の敷設（傾斜部分の上端に近接する踊場の部分）※３
	

	４
	便所
	(1)  車いす使用者用便房を設けているか（１以上）
	

	
	
	(a)  腰掛便座、手すり等が適切に配置されているか
	

	
	
	(b)  車いすで利用しやすいよう十分な空間が確保されているか
	

	
	
	(c)  標識を掲示しているか
	

	
	
	(2)  床置式の小便器等を設けているか（１以上）
	

	５
	敷地内の通路
	(1)  表面は滑りにくい仕上げであるか
	

	
	
	(2)  段がある部分
	

	
	
	(a)  手すりを設けているか
	

	
	
	(b)  識別しやすいものか
	

	
	
	(c)  つまずきにくいものか
	

	
	
	(3)  傾斜路
	

	
	
	(a)  手すりを設けているか（勾配１／１２以下で高さ１６ｃｍ以下又は　　　１／２０以下の傾斜部分は免除）
	

	
	
	(b)  前後の通路と識別しやすいものか
	

	備考
１  ※１は、以下の場合を除く。

　・勾配が１／２０以下の傾斜部分の上端に近接する場合

  ・高さ１６ｃｍ以下で勾配１／１２以下の傾斜部分の上端に近接する場合

  ・自動車車庫に設ける場合

２  ※２は、以下の場合を除く。

　・自動車車庫に設ける場合

　・段部分と連続して手すりを設ける場合

３  ※３は、以下の場合を除く。

  ・勾配が１／２０以下の傾斜部分の上端に近接する場合

  ・高さ１６ｃｍ以下で勾配１／１２以下の傾斜部分の上端に近接する場合

  ・自動車車庫に設ける場合

  ・傾斜部分と連続して手すりを設ける場合


	○移動等円滑化経路 

	整備項目
	整備基準
	適否

	８  
	段差
	(1)  階段・段が設けられていないか（傾斜路又は昇降機を併設する場合は免除）
	

	９  
	出入口
	(1)  幅は８０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(2)  戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
	

	１０
	廊下等
	(1)  幅は１２０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(2)  区間５０ｍ以内ごとに車いすが転回可能な場所があるか
	

	
	
	(3)  戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
	

	１１
	傾斜路
	(1)  幅は１２０ｃｍ以上（階段に併設する場合は９０ｃｍ以上）であるか
	

	
	
	(2)  勾配は１／１２以下（高さ１６ｃｍ以下の場合は１／８以下）であるか　
	

	
	
	(3)  高さ７５ｃｍ以内ごとに踏幅１５０ｃｍ以上の踊場を設けているか
	

	１２

	昇降機
	(1)  かごは必要階（利用居室又は車いす使用者用便房・駐車施設のある階、地上階）に停止するか
	

	
	
	(2)  かご及び昇降路の出入口の幅は８０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(3)  かごの奥行きは１３５ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(4)  乗降ロビーは水平で、１５０ｃｍ角以上であるか
	

	
	
	(5)  かご内及び乗降ロビーに車いす使用者が利用しやすい制御装置を設けているか
	

	
	
	(6)  かご内に停止予定階・現在位置を表示する装置を設けているか
	

	
	
	(7)  乗降ロビーに到着するかごの昇降方向を表示する装置を設けているか
	

	
	
	(8)  不特定多数の者が利用する２，０００㎡以上の建築物に設けるものの場合
	

	
	
	(a)  上記(1)から(7)を満たしているか
	

	
	
	(b)  かごの床面積は１．８３㎡以上であるか
	

	
	
	(c)  かごは車いすが転回できる形状か
	

	
	
	(9)  不特定多数の者又は主に視覚障害者が利用するものの場合　※１
	

	
	
	(a)  上記(1)から(8)を満たしているか
	

	
	
	(b)  かご内に到着階・戸の閉鎖を知らせる音声装置を設けているか
	

	
	
	(c)  かご内及び乗降ロビーに視覚障害者が利用しやすい制御装置を設けているか
	

	
	
	(d)  かご内又は乗降ロビーに到着するかごの昇降方向を知らせる音声装置を設けているか
	

	１３  
	特殊な構造又は使用形態の昇降機
	(1)  エレベーターの場合
	

	
	
	(a)  段差解消機（平成１２年建設省告示第１４１３号第１第７号のもの）であるか
	

	
	
	(b)  かごの床面積は０．８４㎡以上であるか
	

	
	
	(c)  かごの床面積は十分であるか（車いす使用者がかご内で方向を変更する必要がある場合）
	

	
	
	(2)  エスカレーターの場合
	

	
	
	(a)  車いす使用者用エスカレーター（平成１２年建設省告示第１４１７号第１ただし書のもの）であるか
	

	１４

	敷地内の通路
	(1)  幅は１２０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(2)  区間５０ｍ以内ごとに車いすが転回可能な場所があるか
	

	
	
	(3)  戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
	

	
	
	(4)  傾斜路
	

	
	
	(a)  幅は１２０ｃｍ以上（段に併設する場合は９０ｃｍ以上）であるか
	

	
	
	(b)  勾配は１／１２以下（高さ１６ｃｍ以下の場合は１／８以下）であるか　
	

	
	
	(c)  高さ７５ｃｍ以内ごとに踏幅１５０ｃｍ以上の踊場を設けているか（勾配１／２０以下の場合は免除）
	

	
	
	(5)  上記(1) から(4) は地形の特殊性がある場合は車寄せから建物出入口までに限る
	

	備考  ※１は、以下の場合を除く。
         ・自動車車庫に設ける場合

	○視覚障害者移動等円滑化経路　

	整備項目
	整備基準
	適否

	１５  
	案内設備までの経路
	(1)　線状ブロック等・点状ブロック等の敷設又は音声誘導装置の設置（風除室で直進する場合は免除）
	

	
	
	(2)　車路に接する部分に点状ブロック等を敷設しているか
	

	
	
	(3)　段・傾斜がある部分の上端に近接する部分に点状ブロック等を敷設しているか※１
	

	備考  ※１は、以下の部分を除く。
        ・勾配が１／２０以下の傾斜部分の上端に近接する場合

        ・高さ１６ｃｍ以下で勾配１／１２以下の傾斜部分の上端に近接する場合

        ・段部分又は傾斜部分と連続して手すりを設ける踊場等


	

	３  一般項目（バリアフリー法建築物移動等円滑化誘導基準準用項目）

	整備項目
	整備基準
	適否

	１  
	廊下等
	(1)  突出物を設ける場合は視覚障害者の通行の安全上支障とならないよう措置されているか
	

	６  
	駐車場
	(1)  車いす使用者用駐車施設を設けているか　（２００台以下２％以上、それを超えるとき１％＋２）
	

	
	
	(a)  幅は３５０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	(b)  表示をしているか
	

	
	
	(c)  利用居室等までの経路が短い位置に設けられているか
	

	１６
	客室
	(1)  車いす使用者用客室を設けているか（１以上 ※１）
	

	
	
	(a)  出入口
	

	
	
	・  幅は８０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	・  戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
	

	
	
	(b)  便所　（同じ階に共用便所がある場合は免除）
	

	
	
	・  車いす使用者用便房を設けているか
	

	
	
	・  出入口の幅は８０ｃｍ以上であるか　（当該便房を設ける便所も同様）
	

	
	
	・  出入口の戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか　（当該便房を設ける便所も同様）
	

	
	
	(c)  浴室等　（共用の浴室等がある場合は免除）
	

	
	
	・  車いす使用者用浴室等を設けているか
	

	１７
	浴室等
	(1)  車いす使用者用浴室等を設けているか　（１以上）
	

	
	
	(a)  浴槽、シャワー、手すり等が適切に配置されているか
	

	
	
	(b)  車いすで利用しやすいよう十分な空間が確保されているか
	

	
	
	(c)  出入口
	

	
	
	・ 幅は８０ｃｍ以上であるか
	

	
	
	・ 戸は車いす使用者が通過しやすく、前後に水平部分を設けているか
	

	備考
１  ※１は、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の適用を受ける場合は、２００室以下２％以上、

２００室を超える場合は１％＋２室以上の客室

２ 「適否」の欄には、次により記載してください。

  ・整備基準に適合している場合→○

  ・整備基準に適合していない場合→×

  ・整備基準が該当しない場合→－


「人にやさしい福祉のまちづくり条例」に係る新築等の届出関係
                                                                     ※建築物の場合
　記　載　例　
別記様式第３号（規格Ａ４）（第９条関係）
特定生活関連施設新築等届出書
                                                            　平成２２年　４月　１日
  群馬県知事　あて
                              　　　　 　 届出者 （    　群　馬　太　郎       ※１     ）

  人にやさしい福祉のまちづくり条例第２５条第１項の規定により、次のとおり届出します。
	１　届出者住所　　　（ 前橋市大手町○○－××－○○    　　　　　 　　　　※２    ）

	２　施設の名称      （　○×医院    　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ※３    ）

	３　施設の所在地    （ 前橋市千代田町××－○○－××              　　           ）

	４ 施設の概要（該当する□にチェックを入れてください。）                   ※４
　 ■建築物・□公共交通機関の施設
      ａ 用途        （   診療所        ）（        ）（         ）（         ）
      ｂ 建築面積    （   ２００．００  ）平方メートル 
      ｃ 延べ面積    （   ５００．００  ）平方メートル 
      ｄ 構造        （ Ｓ造・ＲＣ造・ＳＲＣ造・木造 ）
      ｅ 規模        （ 地上   ３ 階 ・ 地下      階 ）
   □道路           延長        （                 ）メートル
   □公園           敷地面積    （                 ）平方メートル
   □路外駐車場     駐車の用に供する面積（                 ）平方メートル

	５ 工事に係る部分の概要（該当する□にチェックを入れてください。）         ※５
      ａ 用途        （   診療所        ）（         ）（          ）（          ）
      ｂ 工事種別    （ ■新築又は新設  □増改築・改修等(注 1)  □用途の変更 ）
      ｃ 面積又は延長（注 2) （    ５００．００    ）平方メートル又はメートル 
      ｄ 着工及び完成予定日（着工Ｈ２１年 ４月 ２５日  /  完成Ｈ２２年１月３０日）

	６ 連絡先  名称      （ △△建築士事務所　設計者；板東太郎  　      ） 　 ※６
   　　　  所在地    （ 前橋市大手町△△－□□－◇◇　　　　        ）
           電話番号  （ ０２７－◇◇◇－□□□□　　　　　　        ）

	※ 経由欄                                                                 ※７
   日付         年  月  日
   番号   第            号

	※ 受付欄                                                                 
   日付         年  月  日
   番号   第            号

	備考　１ (注１)については、建築物の場合は増築・改築・移転・大規模な修繕又は模様替え、建　　　　築物以外については改修等の場合にチェックしてください。
　　　２ (注２)については、道路の場合は延長を、それ以外は延べ面積を記入してください。
　　　３ ※印欄には、記入しないでください。


記載要領
※１　建築主の氏名または法人の名称及び代表者名を記入してください。
　　押印は不要です。代理申請の場合も委任状は不要です。
※２  建築主の住所（法人の場合は所在地）を記入してください。
※３  施設の名称が未定の場合は、「○×新築工事」など工事名でも結構です。
※４　「a用途」は、別表第１の生活関連施設欄の右側の内訳の種別を記入してください。（例；診療所、旅館、　　飲食店、理髪店等。）
　　　なお、用途の区分ごとの面積が特定生活関連施設に該当しない場合は、届出を要しません。「用途の区　　分」とは、別表第１の生活関連施設欄の左側の「１学校」「２医療施設」などの区分を言います。例えば　　「２医療施設」に該当する診療所２００㎡と「６物販店」に該当する小売店２００㎡を有する建物の場合　　は、診療所のみ届出をして頂きます。（「６物販店」は、施行規則の附則により３００㎡以上が特定生活関連施設。）
　　　同一敷地内に複数の建物がある場合の「a用途」はそれぞれの用途をすべて記入、「b建築面積」及び　　　「c延べ面積」はその合計面積を記入、「d構造」「e規模」は延べ面積の最も大きい建物について記載してください。ただし、その中に特定生活関連施設に該当しない建物がある場合は、合計面積から除外してください。面積数値は、小数点以下２位までお願いします。
　　　同一建物に複数の用途がある場合も同様とします。
※５　「a用途」は、※４と同様に記載してください。
※６　連絡先は、原則として設計者の氏名、所在地、電話番号としてください。
※７　経由欄は、最初に受け付けた市や土木事務所が記入します。
　　受付欄は審査等を行う各保健福祉事務所等や障害政策課が記入します。
※その他
　・　届出書の提出部数は、１部です。
　・　届出書の提出は、建築確認申請と同時で提出窓口及び審査機関は下記のとおりです。
　　（指定確認検査機関で建築確認を行うものは、直接県障害政策課あて提出してください。）
　・　届出書には、「整備項目表」（チェックリスト）と「図書」（付近見取図、配置図、各階平面図）を必ず添付してください。各階平面図には、各整備項目の位置と寸法を記入してください。例；階段、廊下、便（乳幼児ベッド等の位置を含む）の位置、利用円滑化経路の位置、利用円滑化経路上の出入口や廊下の幅等。（この場合、整備基準の中で数値基準を定めていないものは寸法の記載は必要ありません。）
　・　届出内容の変更を行う場合は、あらかじめその内容を届け出なければなりません。（ただし、着工及び　　完成予定日の変更等条例施行規則第１０条に定める軽微な変更は届出の必要はありません。また、届出先　　は、新築等届出書と同じです。）
　・　工事が完了したときは、速やかに完了届を提出してください。（届出先は、新築等届出書と同じです。　　また、審査機関による完了検査を行います。）
【届出窓口及び審査機関一覧】建築物
	市町村名
	届出窓口　
	審査機関

	前橋市


	前橋市建築指導課
TEL；０２７－８９０－６７５４
	中部福祉事務所地域支援係

TEL；０２７－２３１－７７２１


	伊勢崎市
	伊勢崎市建築指導課
TEL；０２７０－２４－５１１１
	

	渋川市　※１
	渋川市建築住宅課

TEL；０２７９－２２－２０７２
	

	（渋川市※１）、吉岡町、榛東村
	前橋土木事務所建築係

TEL；０２７－２３４－４２２４
	

	玉村町
	
	

	高崎市
	高崎市建築指導課
TEL；０２７－３２１－１２７１
	富岡保健福祉事務所地域支援係

TEL；０２７４－６２－１５４１

	藤岡市　※１
	藤岡市建築課　
TEL；０２７４－２２－１２１１
	

	富岡市　※１
	富岡市建築課

TEL；０２７４－６２－１５１１
	

	安中市　※１
	安中市建築住宅課
TEL；０２７－３８２－１１１１
	

	（藤岡市※１）、神流町、上野村
	高崎土木事務所建築係

TEL；０２７－３２２－４１８６
	

	（富岡市※１）、下仁田町、南牧村、甘楽町
	
	

	（安中市※１）
	
	

	中之条町、長野原町、東吾妻町、

嬬恋村、草津町、高山村
	中之条土木事務所建築係
TEL；０２７９－７５－３０４７
	吾妻保健福祉事務所地域支援係

TEL；０２７９－７５－３３０３      

	沼田市　※１
	沼田市建設課建築室

TEL；０２７８－２３－２１１１(代)
	利根沼田保健福祉事務所地域支援係

TEL；０２７８－２３－２１８５      

	（沼田市※１）、みなかみ町、片品村、川場村、昭和村
	沼田土木事務所建築係
TEL；０２７８－２４－５５１１
	

	桐生市
	桐生市建築指導課
TEL；０２７７－４６－１１１１
	東部保健福祉事務所地域支援係

TEL；０２７６－３１－８２４１      

	太田市
	太田市建築指導課
TEL；０２７６－４７－１８３７
	

	館林市
	館林市建築課
TEL；０２７６－７２－４１１１
	

	みどり市
	太田土木事務所建築係

TEL；０２７６－３２－２３４５
	

	板倉町、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町
	
	


　※１　沼田市、渋川市、藤岡市、富岡市及び安中市は、建築物の一部について建築確認申請を受け付けています。

条例の届出も同様です。

【問い合わせ先】　群馬県健康福祉部障害政策課福祉推進係
　　　　　　　　　TEL；027-226-2634　FAX；027-224-4776　E－mail；shougai＠pref.gunma.jp
「人にやさしい福祉のまちづくりホームページ」http://www.pref.gunma.jp/02/d4210010.html
	別表第３（第８条、第９条、第１３条関係） 　

	生活関連施設の種類
	図書
	明示すべき事項

	建築物
	付近見取図
	方位、道路及び目標となる地物

	
	配置図
	縮尺、方位、敷地の境界線、土地の高低、敷地の接する道の位置及び建築物の位置並びに敷地内の通路、駐車場及びその他の別表第２の整備項目の欄に掲げる項目の位置及び寸法※

	
	各階平面図
	縮尺、方位、間取り、各室の用途及び床の高低並びに廊下等、階段、傾斜路及びその他の別表第２の整備項目の欄に掲げる項目の位置及び寸法※

	公共交通機関の施設
	付近見取図
	方位、道路及び目標となる地物

	
	配置図
	縮尺、方位、敷地の境界線、土地の高低、敷地の接する道の位置、建築物の位置、改札口の位置及び幅並びに別表第２の整備項目の欄に掲げる項目の位置及び寸法※

	
	各階平面図
	縮尺、方位、間取り、各室の用途、床の高低、改札口の位置及び幅並びに別表第２の整備項目の欄に掲げる項目の位置及び寸法※

	道路
	付近見取図
	方位、道路及び目標となる地物

	
	平面図
	縮尺、方位、土地の高低、歩道の位置及び幅並びに別表第２の整備項目の欄に掲げる項目の位置及び寸法※

	公園
	付近見取図
	方位、道路及び目標となる地物

	
	平面図
	縮尺、方位、敷地の境界線、土地の高低、敷地の接する道の位置並びに園路その他の別表第２の整備項目の欄に掲げる項目の位置及び寸法※

	路外駐車場
	付近見取図
	方位、道路及び目標となる地物

	
	平面図
	縮尺、方位、敷地の境界線、敷地内における出入口の位置並びに車いす使用者用駐車施設その他の別表第２の整備項目の欄に掲げる項目の位置及び寸法※

	共通
	その他知事が必要と認める図書

	備考  ※については、廊下等、階段、傾斜路、便所等の別表第２の整備項目の欄に掲げる項目の位置及び寸法を記入すること。ただし、各項目の整備基準の中で数値基準を定めていないものの寸法は、記入不要とする。


